
令和２年度「工芸Ⅰ」シラバス 

 

教 科 芸術 単位数 2単位 

  科 目 工芸Ⅰ 学年・組 農業科 １年 A組（芸術選択） 

使用教科書 高等学校芸術科工芸Ⅰ 116日文・工Ⅰ 301 

副教材 参考作品、資料 

 

 

1 学習の目標 

｢工芸の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり工芸を愛好する心情と生

活を心豊かにするために工夫する態度を育てるとともに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能

力を伸ばし、工芸と伝統と文化についての理解を深める。｣ 

 

 

2 評価の観点 

  工芸への 

関心・意欲・態度 
発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

創造活動の喜びを味わ

い、芸術文化に関心を持

ち、主体的に表現や鑑賞

の創造活動に取り組も

うとする。 

感性や想像力を働かせ

て、主題を生成し、創

造的な表現の構想を練

っている。 

創造的な工芸の表現を

するために必要な技能

を身に付け、表現方法

を工夫して表してい

る。 

芸術文化を幅広く理解

し、そのよさや美しさ

を創造的に味わってい

る。 

 

 

３ 授業の目標 

・文化、地域、時代などの違いから、暮らしと工芸の関わりについて考える。 

・材料についての知識を深め、工芸の製作に生かせるようにする。 

・課題製作に粘り強く、集中して取り組む。 

・材料、使用する道具の準備、片付けを責任をもって行う。 

・課題作品の提出を厳守する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習計画 

 

学

期 

月 時

数 

単元・題材 学習内容 単元学習目標 

１

学

期 

４ 

 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

2 

2 

 

2 

 

17 

 

   

23    

〇オリエンテ

ーション 

〇工芸 

〇陶芸 

 

〇成形法①基

礎 

 

・自己紹介をする。 

・工芸の授業とは 

・日本の伝統工芸と沖縄の工芸 

・焼き物ができる行程。 

 

・ひもづくり、たたらつくり 

 で筒形の容器を作る。 

・相互理解に努める。 

・工芸の学習内容を理解する。 

・沖縄の伝統工芸について知る。 

・代表的な陶器（やちむん）を理解する。 

 

・粘土の特質を理解して作ることができ   

る。 

２

学 

期 

 

 

９ 

10 

11 

12 

15 

 

14 

 

 

 

29 

 

 

〇成形法⓶ 

 

 

〇ペーパーク

ラフト 

 

 

・ いろいろな型を利用して容

器を作る。 

 

・紙を利用したデザインをす

る。 

 

 

・様々な型の特徴を生かして作ることが

できる。 

 

・切る、曲げる、折るなど紙の特質を利  

用した作品を作ることができるできる。 

 

 

 

 

３

学

期 

１ 

２ 

 

３  

 

８ 

 

８ 

 

２ 

 

 

 

 

18  

 

〇ワイヤーア

ート 

〇成形法③ 

 

〇まとめ 

・ カラーワイヤーで立体作品

を作る。 

・ろくろ成形を経験する。 

 

・工芸活動を振り返る。作品を

鑑賞する。 

 

 

 

 

 

 

・ワイヤーの特質を生かした作品を作る

ことができる。 

・ろくろの操作支援を受けながら取り組  

むことができる。 

・個性をみとめ、その良さを素直に発表  

できる。 

合計 70  

 

 

 

 

 

 

 


